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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜患者様連絡事項＞

・六角堂祭について

　日　時：4月20日（金）13：30～14：00（13：20までに集合）

場　所：六角堂前

　雨天時：4月23日（月）13：30～14：00

　　　　　延期の際は、当日の朝決定した時点でお知らせします。

　※本日のナイトプログラムにて、患者様へ参加希望を募って下さい。

・医療事故対策委員会より

　3月の発生事故・インシデント状況を各自確認し、安全管理に努めていきましょう。

＜要注目患者様NCP評価・検討＞

・菊地　明子様～本日、歩行運動や他者（倉橋様）と買い物に外出され、活動的に過ごされています。各プログラム参加や食事摂取する事も出来ています。引き続き、精神症状の観察や不安等の訴えが聞かれた際は、言語化できるようサポートし、不安表出しやすい環境を提出していきましょう。

・十日市　利喜様～昨日、部屋移動（307号室→303号室）を実施しています。部屋移動後の様子としては、「静かで良い、ぐっすり眠れた」と表情穏やかに話しています。引き続き、被害的な妄想発言や他者とトラブルにならないよう精神症状の確認・観察をしていきましょう。

・稲垣　恵利子様～私物まとめや幻聴に左右された発言なく経過しています。各プログラム参加する事も出来ています。引き続き、精神症状の確認・観察や現実検討を促し所在確認を徹底していきましょう。

＜ナイトプログラム年間報告＞

・２回小グループの再編成実施しているが、目的に沿わず、趣味活動の内容が多く見られ介入要している。①～④グループは他者との交流を学ぶ事を目的としているが、ゲーム・読書・ビデオ・テレビ観賞の内容が繰り返され徐々に目的の内容に離れていく為、スタッフ間でナイトプログラムについての勉強会を実施したことで介入方法を理解出来たと思います。また、⑤・⑥グループは社会生活に必要な知識・技術を知るの目的に沿って、イメージトレーニングを実施している事は、評価する点と思います。ただ、個々の患者様に関係する内容と能力に沿って指導出来ず、終えてしまったのは、マイナス評価と捉えています。

＜節約担当より＞

・前年度と比較し、トイレットペーパー・A4用紙・ハンドソープのコスト削減する事出来ています。引き続き、節約に心掛けていきましょう。

＜田名部Dr診察＞

・林　田鶴子様～この1週間、不食や入浴の拒否なく過ごされている事、主治医へ情報提供しています。4/8（日）弟様の面会あり、4/13（金）15：00～4/15（日）15：00まで、家事・手伝いの為、外泊希望許可となっています。

診察→「痛いの治りました。ご飯も食べています。部屋に来る人も寒くなってから少なくなった。同室の倉橋さんと話しして、髪の毛が落ちてたとか、ズボンが破けたとか話してました」と主治医へ伝えています。意思の疎通も良好です。

・菊地　明子様～4/6（金）家族面談後、不食、不安、眠気、倦怠感を訴え、臥床がちで経過し、OＴや活動を休み、倉橋様との交流も一時途絶える事があったため、ご家族やスタッフがサポートし、ゆっくり進めて行く事を本人に説明している事を

主治医へ情報提供しています。

診察→「すみませんでした。体がだるかったもんですから、どうしてこうなんだか

　　　　何とかなるかしらね」と余裕のある表情で話しています。

　　　　主治医より、環境が変わる事なので当然である事、又、今回は期間が短かった事について、評価されています。

・倉橋　生子様～その後、陰部からの出血なく、気分変動は続いている事や「誰かにズボンを破かれた。誰だか分かってる」と被害妄想が聞かれている事、「毎年、3月になれば妹が来るのに来ない」と話されている事を情報提供しています。

　　　　　診察→「着替えた洗濯物の中に長い髪の毛が2本入っていた。不思議だと思った。

　　　　　　　　部屋の人じゃない。誰かがやったんだと思う。その時、見せてとスタッフに言われて、昨日見せた。それにこだわっていたら、自立できないから気にしないようにしてる」と主治医へ話しています。






















